
私の父親は怒ると、竹の棒やゴムのス

リッパで本気で叩く人でした。子供の頃

はそんなことが何度となくありました。

もっとも、怒らせるようなことをしたか

らですが

そんな父が一度だけ私を誉めてくれた

ことがありました。

「お前は俺を超えたな」とポツリ。

それから３年後に父は亡くなりました。

父が亡くなってから３０数年経ちました

が、今も父の言葉が、はっきりと耳に

残っています。

私は、決して父親を超えたなどとは

思っていません。ただ、父がそんな風に

喜んでいてくれたのかと、なんだか気持

ちが温かくなりました。

そして、もっと喜ばせたかったなと思う

のです。

誉められると人は嬉しいものです。そ

れは、人が喜んでくれたことに対する自

分の喜びなのではないでしょうか。

人は、誉められると嬉しいのに、誉め

ることはあまりないようです。

会社などでは、表彰制度を設け公式に誉

めています。

もちろん、良い方法ですが、何か良い

結果を出したときだけでなく、むしろ良

い結果を出してもらうために誉めること

が大切なのではないかと思うのです。

人を誉めようと思っても、ちょっとし

た不安感が邪魔をします。機嫌を取って

いるなどと思われてはたまりません。

でも、誉めるという行為は、もっと純

粋なものだと思うのです。

日常の心の中にあります。

心の中で「いいね、さすがだね」とか

「助かったなー」などと思ったことがあ

ると思います。そんな風に感心したり、

共感したり、感謝したときにそれを何ら

かの形で伝えることが誉めるという行為

なのではないかと思うのです。

人は誉めて育てろと言いますが、誉め

るだけでも自然に育つものかもしれませ

ん。人は、人を喜ばすことが好きである

し、向上心を持っています。

誉められるということは、人を喜ばすこ

とに通じます。
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誉めていますか？

11月号

花言葉：
「困難に打ち克つ」
「ひたむきさ」

サザンカ

最近サブスクリプションという言葉をよく耳にするようになりました。
サブスクリプションとは定額料金で製品やサービスを一定期間利用できるサービスをいいます。
例えば、
・毎月自分におすすめの服を届けてくれるサービス
・毎週旬の野菜やお魚を届けてくれるサービス
・美容室の定額シャンプー など、
様々な業界やジャンルでサブスクリプションを用いたサービスが展開されています。
サブスクリプションは業種業態を問わず、アイデア一つで全ての事業で適用することができます。自社の提供

している商品・サービスも、サブスクリプション型ビジネスを展開可能か検討してみてはいかがでしょうか？
宮津

＜社員の一言＞

スポーツの秋です。先月は、バレーボール、ラグビー、野球日本シリーズと、どれを見ようかと迷うくらいスポーツの大
会がありました！その中で、私が注目したのが、アジアで初のワールドカップが開催されたラグビーです。日本代表の活躍
はすごかったですね！！熱戦続きで、毎試合、感動でした。ラグビーは、「紳士のスポーツ」と言われてます。
「紳士のスポーツ」に因み面白いなと思ったものを２つご紹介します。
１、ビールを飲むときはグラスは左手。
試合が終わると、両チームが集まってビールで乾杯するそうです。この時右手でグラスを持つと周りから“バッファ
ロー”と言われて、一気飲みをしないといけないというルールがあるそうです。
理由は、握手をする時にグラスで手が冷えていたら相手に失礼だから。さすが！！紳士ですねぇ

2、レフリーとの関係性
レフリーに話しかけて良いのは、キャプテンだけ。レフリーは、ルールで裁く存在というより、反則が起きないように促
すのが役目。選手自身がラグビー憲章に則って自分を律しないといけないのですが、盛り上がっていると周りが見えなく
なってラフプレーをしてしまう時がある。そこでブレーキをかけるのがレフリーの役目。リスペクトの上に成り立ってい
るので、選手がレフリーに詰め寄ることはまずないそうです。そういえば、この大会中レフリーに詰め寄る選手は見な
かったですね
ご存知の方もおられたと思いますが、にわかファンの私は初めてのことばかりでした。




